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観察してみよう！ 缶づめラベル 
 

これは、博物館で展示している缶づめのラベルです。 

かかれている文字や絵を観察してみましょう。 

 

 

 
 

■問題１ ①～③の文字をまねして書いてみよう。 

 

  ①                                    

  ② 

  ③ 

➊ 

➋ 

➌ 

➍ 

➎ 



■問題２ 英語の意味を調べてみよう。 

 

  ①                              ⇒地図で場所を調べてみよう！ 

  ② 

  ③ 

 

■問題３ ④は、⑤の船に乗っている人を拡大したものです。何をしているところだろう？ 

       下の着物の絵を参考に考えてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 解説  

 写真のラベルは、南房総市白浜町出身の小谷源之助（こだにげんのすけ）という人が、アメリカのカリフォルニア州

モントレーで製造した缶づめに貼られていました。源之助は 1897 年にモントレーに移住し、器械潜水（きかいせん

すい）という方法でアワビ漁を行いました。器械潜水は、潜水服とヘルメットを着けて海にもぐり、船の上からポンプ

でヘルメットに空気を送る方法で、長い時間、海にもぐることができます。源之助はモントレーでアワビの缶づめ会

社を設立し、他にも多くの日本人がモントレーに移住しました。現在も多くの日系人がおり、安房地域とモントレー

との交流は今も続いています。 

 

（2020/4/22作成） 


